












A study about grandparent's death in adolescence (1) 
Recognition of the grandparent's death and bereavement reactions 
(大阪大学大学院人間科学研究科博士前期課程) 中星和 弘
Abstract 
This study focused on grandparent's death.τ'he pぽposeswere (1) to describe how grandchi1dren 
reco伊izethe death of grandparents， and (2) to deve10p grandchi1dren's bereavement reactions sca1e 
and to examine the chaτacteristics of grandchi1dren's bereavement reactions.τ'he participants of this 
study were 323 university students. As a resu1t， 66% of participants had 10st grandparent. Among 
students who have 10st grandparent， 52.0% showed the scores of above 70 points about the close-
ness with the deceased， and 51.8% showed仕lescores of above 75 points about the shock for 
grandparent's death (100 scores are perfection). Factor ana1ysis revea1ed that the grandchi1dren's be-
reavement reactions sca1e had two factors: SOlァowand yearnin，ぁ andre-experience of image and 
thought. The items of the two factors were main1y cons仕ucted企omemotiona1 and cognitive be-
reavement reactions. 







た。日本でも、老年期における配偶者との死別を対象とした研究(河合， 1987 ;岡村， 1992) 





が行われてはいるものの(松井， 1990 ;山崎， 1994 ;高柳・辻尾， 2003)、青年期以前の一般的
な死別体験に焦点を当てた研究は少ない。
青年期以前の死別体験に関しては祖父母との死別が最も多く、祖父母の死は子どもが初めて
体験する死別である可能性が高いと考えられる (Corr，2003; En8 & Bond， 2005)。例えぽ、青
年期以前の死別体験に関して、大学生とその親世代を対象に比較調査を行った安藤・松井・福岡
























































































































wise variable selection in exploratory factor analysis)を用いたステップワイズ探索的因子
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0.91であった。また、 2因子モデルにおけるデ}タの当てはまりは良好であった (χ2[64J = 
68.50， p =.33 ; GFI=.95 ; AGFI=.93 ; RMSEA=.02)。因子ごとに項目得点を加算し、下位尺度
得点として算出した。得点が高いほど死別反応が強いことを意味する。合計得点について正規
性の検定(コルモゴロフースミノフ検定)を行った結果、正規分布であることが確認された




番号 項目 Fl F2 
1 .悲哀感と思慕(日=.89)
3.心の中にぽっかりと穴があいてしまったように感じた .78 .02 
8.どんな理由であれ、その人はもういないとか、帰って
.76 .06 こないという現実に直面し、辛い気持ちになった
18.亡くなったことが悔やまれた .75 .06 
71.その人にふと会いたいと思った .75 .06 
4.あたかもその人がいるかのように感じることがあった .62 一.04




55.心身ともにがつくりと疲れを感じた 一.04 .81 
62.物思いにふけった .00 .75 
65.自分を責めたり、自分のしたことを悔やんだりした .05 .56 
40.夢を見ているようで、目の前のことが現実とは思えな
.13 .52 かった
48.その人のことを想像して辛い気持ちになった .34 .49 
42.その人の死を取り巻く出来事を想像した .17 .45 






① @ @ ④ 
.63 13.8 25.0 40.8 20.4 
ー64 16.3 18.9 32.1 32.7 
.63 12.9 25.5 36.1 35.6 
.63 20.5 17.9 33.2 28.4 
.35 23.5 24.0 29.6 23.0 
.64 20.5 18.9 41.6 18.9 
.44 26.4 13.0 35.8 24.9 
.61 48.7 19.9 25.1 6.3 
.56 44.7 18.9 26.8 9.5 
.36 53.9 15.7 19.8 10.6 
.38 47.1 22.0 22.0 8.9 
.58 29.3 19.9 33.0 17.8 
.34 37.7 20.9 29.3 12.0 
Table2 男女別にみた死別反応尺度得点の平均とt検忠結果
男性(N=59) 女性(N=131)
平均点 (SD) 平均点 (SD) tfi直
悲哀感と思慕 17. 5 (5. 83) 19. 3 (5. 65) -2.00キ
イメージと思考の再体験 11. 4 (4.46) 12.5 (4.66) -1. 46 
合計得点 28.9 (9争 47) 31. 8 (9.51) -1. 91 t 
↑p <.10 ヰp<.05 
Table3 告カテゴリー別に見た歪度が1.0を超えた死別反応項目の回答者割合
項目 回答者割合(見)
身体的反応(体験者室j合の範囲:11.9%-6.2叫 ① ② ③ ④ 
睡眠がうまくとれなくなった(寝つきが悪くなった、眠りが浅くなった、 66.3 21.8 9.3 2.6 
朝早く自が覚めるようになった
お腹の具合が悪くなった(胃痛、腹痛、下痢、便秘など) 74.7 18.4 2.1 4.7 
胸がドキドキするようになった 71.5 22.3 5.7 0.5 
情緒的反応(体験者割合の範囲:10.4%-8.8民)
写真、状況、音楽、場所などからその人について思い出すと、 62.8 26.7 9.4 1.0 
楽しみを感じることができなくなった
写真、状況、音楽、場所などからその人について思い出すと、強い恐怖感を感じた 71.1 20.1 5.2 3.6 
認知・認識的反応(体験者割合の範囲:15.誠一4.1覧)
あたかもその人の芦を聞いているかのように感じることがあった 62.1 22.6 11.6 3.7 
今にも自分が駄目になってしまうのではないかと思った 54.6 31.6 9.7 4.1 
あたかもその人を見ているかのように感じることがあった 59.7 26.7 11.0 2.6 
あたかもその人が私に触れているかのように感じることがあった 61.1 26.9 9.3 2.6 
何もかもいやになった 60.4 30.7 8.3 0.5 
人から悪く恩われている気がした 73.8 17.8 6.8 1.6 
まわりのものが自分とは無関係のように感じられた 64.4 29.3 4.2 2.1 
他人に対してやさしい気持ちになれなくなった 71.0 23.1 5.9 0.0 
人の欠点や惑い面ばかり目がいった 76.4 19.4 3.1 1.0 
できることなら死んでしまいたいと患った 84.3 11.5 3.1 1.0 
行動的反応(体験者割合の範囲:17.8%-5.3%2 
見知らぬ人に、その人の面影をさがした 64.4 17.8 11.0 6.8 
記憶が抜け務ちて思い出せない出来事があった 63.9 18.3 11.0 6.8 
その人の夢について思い出すことがあった 63.9 18.8 12.6 4.7 
わけもなく興奮した 57.9 27.2 12.8 2.1 
むやみに動きまわり、じっとしていられなくなった 55.4 30.3 12.3 2.1 
気がつくと、その人のイメージや記憶のことばかり考えていた 57.6 28.8 10.5 3.1 
頭の中が真っ白になって何も考えられなくなった 63.2 24.2 11.1 1.6 
すぐそのことが頭に浮かんできて、注意が乱された 66.5 23.0 7.9 2.6 
次々 とよくないことを考え、とりこし苦労をした 72.6 17.4 5.8 4.2 
冷静に物事を考えることができなかった 67.9 23.8 6.7 1.6 
自分の殻に閉じこもるようになった 74.1 19.6 4.2 2.1 
生活のリズムが狂った 69.9 23.4 4.2 2.1 
とてもイライラしたり、ちょっとしたことでも気にさわった 73.2 20.5 4.7 1.6 
消纏的になり、行動が控え目になった 67.0 27.2 4.7 1.0 
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